
令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書【コロナ対応版】 

制作団体名 有限会社 小林バレエ事務所 

公演団体名 小林紀子バレエ・シアター 

 

内容 

拡大防止対策版：バレエ指導者は全員透明（クリア）マスク着用 / 換気のため常時ドア解放 

▶本公演では生徒さんに◆「アタック to バレエ」、◆「コート・ダンス・パレード」の２作

品に出演していただきます。 

ワークショップでは上記本公演演目についての指導と練習を中心に、鑑賞のポイントもわかりやすく解

説いたします。男女共通の練習メニューのほか、男子用のメニュー、女子用のメニューと時間を区切っ

てスムーズに行います。（ホワイトボードとポータブルマイクをお借りできると助かります。） 
 
▶一緒に身体を動かしながら進めるワークショップ 

指導側の話を一方的に聞くスタイルでなく、“一緒に身体を動かしながら”のスタイルでワークショップ

を行います。１つの学年の生徒さんだけに指導するのではなく、できるだけ多くの生徒さんと行えるよ

うにしたいと思っております。（過去には全学年の生徒さんにワークショップを行った実績もありま

す。）また、学校の行事や学校のカリキュラムに合わせて実施いたしますのでご要望をご相談ください。 
 
▶ワークショップ映像を公演時に放映！ 

ワークショップの時間は、基本的に授業時間 2 コマを使用しますが調整可能です。またワークショップ

において生徒さん達が真剣に指導を受け、練習している様子をスタッフがビデオカメラで撮影し、公演

時に生徒さんの貴重な体験記録としてそのダイジェスト版を、スクリーン（持ち込み）を使って放映し

ます。ワークショップに参加できなかった学年の児童生徒も様子をお伝えします。 

 

 

タイムスケジュール（標準） 

拡大防止対策版：バレエ指導者は全員透明（クリア）マスク着用 / 換気のため常時ドア解放 

ワークショップ（９０分間）当日のスケジュール（下記は午後開催の場合の時間目安） 

12            13           14           15            16  （時） 

←準備・セッティング→←    ワークショップ  →← 片付け・打合せ →←撤 収→ 

※学校到着後、ワークショップ開始 1時間前から体育館でワークショップのためのセッティングおよび指導者の 

ウォーミングアップ等を行わせていただきます。ワークショップではピアノ、マイク、ホワイトボード等を借用させて 

いただきます。準備から撤収までの所要時間の目安は約 3時間半～4時間です。 

 

派遣者数 ※派遣者数の内訳を御入力ください 

バレエ指導者（3 名） ミュージックスタッフ（1 名） スタッフ（1 名） 計 5 名 

  



 

学校における事前指導 

学校の先生・生徒さんに出演していたく公演演目「アタック to バレエ」、「コート・ダンス・パレード」

において必要なバレエダンサーのレッスン内容についての説明・指導・練習を行います。 

またワークショップにおいて生徒さんたちが真剣に指導を受け、練習している様子をカメラで撮影し、

公演時にワークショップを受けていない生徒さんにも、その様子を見ていただけるようスクリーンを使

って放映します。 

 

  



別紙： 

新型コロナウイルス感染防止対策としての取り組み 

▶主な感染防止対策としての取り組み 

・学校に伺う当日、全員検温と体調チェックを実施します。もし体温が 37.5 度以上あった場合、また

は風邪の諸症状などがあった場合は、該当者は学校に伺いません。 

・学校に到着したら手指消毒をして、上履きに履き替えて校舎に入ります。 

・在校中、こまめな手洗い、手指の消毒、咳エチケット、社会的距離の確保を徹底します。 

・学校からお借りした机、椅子、マイクなどは除菌拭き掃除などをしてお返しします。 

・制作スタッフ、ダンサーは全員マスクを着用します。ワークショップ中（指導時）も透明（クリ

ア）マスクを着用します。 

・生徒が体育館入退場時に手指消毒ができるよう消毒アルコール・ポンプ式ボトルを持参します。 

・出演者、スタッフ専用の手指消毒アルコール・ポンプ式ボトルを持参します。 

・体育館では、可能な限り、窓や扉の開放、もしくは定期的な換気をします。 

・児童生徒に一定の距離を保つよう指示し、高い密集状態になることを防ぎます。 

・児童の熱中症対策、そしてマスク着用により呼吸しづらいことの対策として、ワークショップ実施中

に休憩を設け、水分補給を促します。 
 
▶学校の要望に合わせて柔軟に対応 

下記の特別な実施方法で、「本公演を楽しく見るための準備」ができるようにします。 
 
特別なワークショップの実施方法 【資料配布＋本公演当日に短縮実施】 

やむを得ずワークショップの開催が難しい場合、本公演で伺う約 1 か月前に、制作スタッフ 1 名が学

校にお伺いして先生と本番の打合せ、および体育館等の下見をさせていただきます。本公演のみどころ

をまとめた映像資料もお渡しいたしますので、是非生徒さんに事前に映像資料を見ていただき、本公演

を楽しみにしていただけたらと考えております。そして本公演当日には、共演してくださる生徒さんの

み公演前にワークショップを約 40 分～50 分に凝縮して体育館で実施します。 

 

 

 

 



令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書【コロナ対応版】 

制作団体名 有限会社 小林バレエ事務所 

公演団体名 小林紀子バレエ・シアター 

 

演目 
 

※拡大防止対策版では生徒共演作品である演目②と演目③をジョイント。密を避けるため再演出を行

い、学校の出演希望者数（舞台のサイズの都合上、上限あり）に合わせた内容に変更します。 

演目①『Movement Caprice』 

振付・演出：小林紀子 作曲：ルイ・ゴッドシャルク（米国） 
 

演目②『アタック to バレエ』“バレエダンサーに挑戦” ★生徒共演作品 

演出・脚本：小林紀子 作曲：スコット・ジョプリン（米国）他 
 

演目③『コート・ダンス・パレード』“バレエ作品を体験” ★生徒共演作品 

演出・脚本：小林紀子 作曲：アドルフ・アダン（仏国） 
 

メイン演目④『ソリテイル』 

振付：ケネス・マクミラン（英国） 作曲：マルコム・アーノルド（英国） 

初演：1956 年 6 月 7 日 サドラーズ・ウェルズ・バレエ団（英国） 

 

派遣者数 ※派遣者数の内訳を御入力ください 
 

出演者（２５名）スタッフ（２６名） 

合計５１名 

 

タイムスケジュール（標準） 
 

8       9      10      11      12      13     14     15     16     17 （時） 

←      会場設営       → ←   リハーサル等   → ← 本 番 → ←     撤 去     → 
 

本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。 

11:00～30 分程度ワークショップで練習した児童生徒共演の演目部分の最終リハーサルを行います。 

 

 

  



 

実施校への協力依頼人員 

（小学校の場合） 

出演者として→【教師２名、児童小学 3年生～6年生まで 20名～30 名】 

（中学校の場合） 

出演者として→【教師２名、中学 1年生～3 年生まで 20名～30 名】 

 

演目解説 

バレエにはセリフがありません。どのように物語や気持ちを伝えるのでしょうか。 
 

“バレエ”は発想力を育て、様々な感性や視点で観ていただける総合舞台芸術です。 

世界中の人々、男の人、女の人、大人、子供、みんなに長いあいだ愛され続けている“バレエ”。 

4 つの作品を通してその魅力を余すところなくご紹介します！ 
 

▶演目①「Movement Caprice（ムーヴメント・カプリース）」― 初めて観るバレエの動き！ 

拡大防止対策版：バレエ団出演者も全員透明（クリア）マスク着用 / 換気のため常時ドア解放 

みどころ：鼓動のようなリズムの音楽が響き、少しずつ明かりが入ってダンサーのシルエットが浮かび

上がります。一気に明かりがつくと、バレエダンサーたちが目の前に！初めてバレエを目に

する生徒さんへ新鮮な驚きと感動を与えます。 

ソロや群舞、美しくダイナミックな踊りが続き、フィナーレはダンサー全員が舞台に登場し、

大きなリフトや軽快な回転など目まぐるしく躍動します。 

バラエティーに富んだ曲想が引き出すさまざまな情景に、クラシックバレエの醍醐味のひと

つである多様なテクニックがちりばめられた作品です。オープニングから爽快感たっぷりの

フィナーレまで、あますところなく堪能することができます。 
 

▶演目②「アタック to バレエ」★生徒共演作品 

 ― ダンサーのトレーニングの様子 ～ みんなもバレエに挑戦！ 

拡大防止対策版：バレエ団出演者も全員透明（クリア）マスク着用 / 換気のため常時ドア解放 

みどころ：身体を使って音楽やドラマを表現することを職業とするバレエダンサー。かれらの毎日のレ

ッスンの様子を、わかりやすく解説付きで披露します。バーと呼ばれる横木に手を乗せて行

う動き、バーを離れて小さいジャンプから大きいジャンプそして回転まで、どのようにして

ダンサーがトレーニングを行っているかをご覧いただきます。そして「体験コーナー」では生

徒さんにも、舞台上で照明を浴びながらピアノの演奏に乗って、ワークショップで事前に一

緒に練習したバレエの基本ステップに挑戦していただきます。 

挑戦していただく皆さんには、 

テレビ CM などで耳馴染みのある 

チャイコフスキーの音楽で楽しく踊 

っていただきます。 

ワークショップで練習した内容を、ダンサーの手本と一緒に踊ります。 

生徒さんが心配の無いよう、バレエダンサーが丁寧にサポートするので安心です。 

 

▶演目③「コート・ダンス・パレード」★生徒共演作品 

 ― 役柄を表す衣裳とは？セリフがなくても何を話しているか分かる！ 

拡大防止対策版：バレエ団出演者も全員透明（クリア）マスク着用 / 換気のため常時ドア解放 

あらすじ：時は 400 年前、葡萄畑が広がる村で、村人たちがぶどう狩りに出かけるようです。村人た
 



ちは薄い生地の洋服を着て、軽やかに通り過ぎていきます。そこへ、貴族の一行が通りかかり

ます。貴族はいかにも権威を示すような、女性は 10～15 キロある洋服、男性は 20～30 キ

ロもある重い織物で作られた洋服を着て、一歩一歩ゆっくりと優雅に歩いています。村人たち

は貴族に深く頭を下げ、短い踊りで歓迎します。 

そこへいたずらな妖精がスキップをしながら 

現れます。妖精たちは時が止まっている間に、 

村人のかごから葡萄、男性の貴族の帽子、女 

性の貴族の手袋などを持って行ってしまった 

ようです。さあどうなるのでしょう。 

みどころ：セリフがないバレエでは、「マイム」と呼ばれる 

動きで言葉を表すことがあります。 

「あなたのお洋服、とっても素敵ですね！」という意味のマイムや、「喉が渇きました。何か

飲むものはありませんか？」という意味のマイムなどが出てきます。とても自然な動きなの

で、初めて見る人でもどんな意味だか分かり易いですよ。 

「コート・ダンス・パレード」では、妖精役を学校の生徒さんに演じていただきます。 

生徒さんには妖精の衣裳を着て、 

バレエシニヨン（おだんご）を結って 

白い花輪の頭飾りを付けます。 

生徒さんに踊っていただくステッ 

プは、ワークショップでしっかり 

と練習しますので心配いりません。 

 

▶演目④「ソリテイル」― 周りの人たちとのかかわり、自分という存在について・・・ 

拡大防止対策版：バレエ団出演者も全員透明（クリア）マスク着用 / 換気のため常時ドア解放 

あらすじ：中心となる少女は、彼女を取り巻く世界に上手く馴染むことができません。 

     彼女が頬杖をついて宙を見上げると、目の前にたくさんの友達が現れます。友達は、 

ときに楽しそうに少女に駆け寄り、彼女を驚かせたり、ときに彼女の気持ちに寄り添 

い、包み込みます。少女や友達がどんなお話しをしているのか、少女がどんなことを 

考えているのか想像しながら見てみましょう。 

きっと、少女やそのお友達の話し声が聞こえてきますよ・・・ 

みどころ：少女の前に現れては消える個性豊かな登場人物たち。様々な友達との関りの中で少女 

が抱く憧れや、希望、憂いを、穏やかで 

ユーモラスに、かつ切なく描いている 

バレエです。少女の気持ちの揺れる様子が、 

見ている者の胸に響きます。 

この作品は、“児童、生徒の芸術を愛する心 

を育て、豊かな情操を養う”という目的の 

ため、英国の振付家著作権団体から特別に 

上演許可を得ています。セリフを使わない芸術だからこそ、心の奥に響くものがあり 

ます。ひとりひとりの児童生徒が、それぞれの視点で観て感じてもらいたいバレエ 

作品です。 

 

 

  

 

 

 



 

児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

▶どこの席も S 席！臨場感たっぷりの客席設計。 

拡大防止対策版：生徒の座る場所はソーシャルディスタンスを取って配置。舞台監督がフロアに目印の

マークを付けますので安心です。 

一歩体育館に足を踏み入れると、すっかり劇場に姿を変えています！ 

舞台を囲むように客席が配置された円形劇場をイメージした舞台では、どこの席もＳ席！と感じていた

だけるように工夫されていますので、どの位置から見てもダンサーの演技を間近で見ることができま

す。それぞれの角度からダンサーの色々な表情が良く見えます。これは、小さなお子様でも舞台に注目

し、バレエの世界に浸ることができるための工夫です。 

開演が近づくと、体育館は、まるで本当の劇場のように暗くなり期待感が高まります。本番スタート後

はダンサーたちが次々と登場し、ライトが当たる舞台から目が離せなくなるでしょう。 

 

▶発見の連続！たくさん発見することが、学ぶ楽しさや発想力につながります！ 

ダンサーの動きはもちろん、ピアノの演奏や音楽、美しくデザインされた衣裳やジュエリー、刻々と変

化する照明など、そのすべての要素が素晴らしい舞台に欠かせないものなのです。バレエを体育館で見

ることだけでも、とても新鮮なことですが、本公演ではぜひ舞台のあらゆるところに目を移してみてく

ださい。随所に新たな発見がたくさんあること間違いなしです。 

 

▶磨きあげられたダンサーの躍動。 

拡大防止対策版：バレエには歌詞やセリフがありませんので、基本的に飛沫が飛ぶことはありませんが、

全出演者もスタッフも同じようにマスクを着用します。ダンサーが着用するのはクリア（透明）マスク

なので「ダンサーの表情」も通常の公演と同じようによく見ることができます。マスクには回転したり

ジャンプしたりしてもズレたりしないものを使用しています。 

バレエの大きな特徴のひとつに、セリフなどを用いずに、ダンサーの動きのみで作品の世界観を表現す

るということがあげられると思います。舞台で躍動するバレエダンサーの身体を通して、音楽のイメー

ジ、作品のテーマ、男女の感情、またストーリーが語られていくのです。だからこそバレエダンサーは、

たえず自分の技術や表現力を磨き、全身を使って多くのことが表現できるよう訓練をしています。 

 

▶世界中の人々、男の人、女の人、大人、子供、みんなに長い 

あいだ愛され続けている“バレエ”。 

4 つの作品を通してその魅力を余すことなくご紹介します！ 

バレエには様々な要素があります。特徴ある美しい動きや衣裳は 

その代表ですが、他にも音楽や照明、舞台装置など様々な要素から 

成り立つため、『総合芸術』と呼ばれています。 

そして私たち小林紀子バレエ・シアターが得意とするのは、 

英国の振付家による『心理』や『ある人物の生き様』などを表した 

ストーリーバレエです。 

1 つの作品の長さが 20 分くらいの 4 つの作品から構成されている 

プログラムですので、最後まで集中してみることができます。 

バレエは『美しさ』や『ファンタジー』にとどまらず、とても雄弁な舞台芸術です。今回、児童生徒の

皆さんも身近に感じることができる感情を主題に取り上げた『ソリテイル』をご覧いただき、是非バレ

エで語られる物語を楽しんでいただきたいと思います。 

 

 



▶バレエ作品『ソリテイル』の解釈は人それぞれです。私たちは、作品をどのように見てほしいという

事はありません。見終わったときに、なんだかわからない優しい気持ちになっているかもしれません。

見たことがないものを見て、目がキラキラしているかもしれません。涙があふれてくるかもしれません。 

いつもは話しかけられない友達に明日話してみようと思うかもしれません。周りの友達に優しくしたい

と思うかもしれません。安心するかもしれません。それとも、もっと違う気持ちになっているかもしれ

ません。言葉では上手く言い表せない気持ちかもしれません。 

是非その気持ちを生徒さんたちが心にとどめて、芸術に触れるということの喜びを知っていただけたら

私たちにとってこの上ない喜びです。 

 

児童生徒とのふれあい 

生徒さんは◆演目②「アタック to バレエ」、◆演目③「コート・ダンス・パレード」に共演します。 

バレエダンサーと直接ふれあい、バレエダンサーのように準備をし、また実際に生徒さんひとりひとり

が円形劇場をイメージした舞台や、本格的な照明のライトのなかで表現するということを通して、普段

の授業ではなかなか経験することのできない非日常を体験します。 

※事前のワークショップ時にも、くわしく内容についてご説明、練習等いたします。 

（円滑な事業実施のため、ご不安な点があれば、ご相談ください） 

※拡大防止対策版では生徒共演作品である演目②と演目③をジョイント。密を避けるため再演出を行

い、学校の出演希望者数（舞台のサイズの都合上、上限あり）に合わせた内容に変更します。 

 

  



別紙： 

新型コロナウイルス感染防止対策としての取り組み 

各演目の対策（演目解説の赤字部分）に加え、制作スタッフ・舞台スタッフ・出演者は全員、バレエ

団作成の衛生ガイドラインに沿って行動します。学校では主に下記の取り組みを実施しています。 

・学校に伺う当日も、全員検温と体調チェックを実施しています。もし体温が 37.5 度以上あった場

合、または風邪の諸症状などがあった場合は、該当者は学校に伺いません。 

・学校に到着したら手指消毒をして、各自持参した上履きに履き替えてから校舎に入ります。 

・校舎の中で使わせていただく教室や通行ルートをなるべく限定し、使用するトイレも限定します。 

・在校中、こまめな手洗い、手指の消毒、咳エチケット、ソーシャルディスタンスを取ることを徹底

します。 

・学校に伺う制作スタッフ、舞台スタッフ、出演者、全員マスクを着用します。出演者は本番時も常

に透明（クリア）マスクを着用します。 

・食事をとる教室を学校側と打ち合わせて決定し、交代制・少人数で食事をとります。 

・生徒が体育館入場時に手指消毒ができるよう消毒アルコール・ポンプ式ボトルを持参します。 

・出演者、スタッフ専用の手指消毒アルコール・ポンプ式ボトルを持参します。 

・体育館、お借りする学校教室では、可能な限り、窓や扉の開放、もしくは定期的な換気をします。 

・体育館の広さに対して鑑賞生徒が多くなりすぎないよう学校側と鑑賞生徒数について柔軟に相談。 

・学校側が使用するマイクと出演者が使用するマイクは別のものを使用します。 

・ダンサーが稽古をするときのバレエバーは、使用毎に除菌します。 

・衛生ゴミの捨て方について事前に打合せをし、指定のゴミ袋、場所に捨てます。 

・退出時には体育館、お借りした教室の扉、ドアノブ等を除菌液で清掃をしてから退室します。 

 

 


